
公立大学法人京都市立芸術大学芸術資料館学芸員募集要項 

 

公立大学法人京都市立芸術大学芸術資料館学芸員を募集します。 

京都市立芸術大学は、１８８０（明治１３）年に京都府画学校として創設された公

立の芸術大学としては国内で最も長い歴史をもつ大学です。芸術資料館では、百年を

超える歴史を受け継ぎ、４千点を超える所蔵品について、調査研究を行い、学内

での教育活動はもとより、収蔵品の一般公開や展覧会への貸出しによって、社会

に還元しています。 

記 

１ 採用の概要 

⑴ 採用人数  学芸員１名 

⑵ 勤務場所  京都市立芸術大学芸術資料館（京都市下京区下之町57-1） 

⑶ 採用予定日 令和７年４月１日 

⑷ 勤務条件  ※ 公立大学法人京都市立芸術大学職員就業規則に準じます。 

https://www.kcua.ac.jp/profile/plan/rules/ 

① 給与 

初任給：本学規程による 

（基本給 ２２歳 ２１１，９７０円（２０２４年度実績） 

賞与（期末手当）：年２回（６月、１２月） 

・職歴等がある方は、その職歴等に応じて、上記の金額に加算されます。 

・このほか、扶養手当、通勤手当、住居手当などがそれぞれの支給条件に応

じて支給されます。 

※ これらの給与は、社会情勢に応じて変動する場合があります。 

② 定年年齢 ６５歳  

③ 勤務時間、休暇等 

・勤務時間：週３８時間４５分勤務 

・休暇等 ：年次休暇（１年度につき２０日）のほか、結婚、服喪、 

出産・子育て支援等の休暇 

④ その他 

・年金、健康保険：公立学校共済組合法適用 

・労働災害、通勤災害：地方公務員災害補償法適用 

・研究者番号が付与され、科研費の申請資格があります。 

 

２ 職務内容 

⑴ 資料の収集、保管、展示及び調査研究その他これと関連する事業 

⑤ 収蔵資料の調査研究及びデータベース化 

https://www.kcua.ac.jp/profile/plan/rules/


① 展覧会業務（企画立案・展示設営・運営・広報・関連イベント等に関わる 

事務および関係者との調整、来場者対応、その他） 

② 教育普及に関する業務  

⑵ 京都市立芸術大学の附属施設としての利点を活かした諸活動 

① 多様な方法論による、資料活用 

② 学内外の多様な組織との連携 

 

３ 応募条件 

次の条件を全て満たすこと（国籍・性別は問わない）。 

⑴ 日本の芸術に関するすぐれた研究業績を有すること。 

⑵ 大学院の修士課程修了の学位（令和７年３月３１日までに修了見込みの者を含む） 

若しくは同等の研究業績を有すること。 

⑶ 博物館法（昭和２６年法律第２８５号）第５条に規定する学芸員の資格を有する

こと（令和７年３月３１日までに資格取得見込みの者を含む）。 

⑷ 美術館、博物館又は類似施設の学芸部門で展覧会の企画及び実施、美術作品の収

集、調査研究等の業務が可能なこと（通算５年以上経験していることが望まし

い）。 

⑸ 日本語で運営業務が可能であり、また英語での対応ができることが望ましい。 

⑹ 基本的な PC 操作を行えること。 

⑺ 本学の教育・研究理念に賛同できること。 

 

※ 次のいずれかに該当する方は、受験することができません。 

・成年被後見人又は被保佐人 

・禁錮以上の刑に処され、その執行を終わるまで又はその執行を受けること

がなくなるまでの者 

・公立大学法人京都市立芸術大学又は京都市において懲戒解雇又は懲戒免職

の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府

を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに

加入した者 

・外国籍の場合は、就職が制限される在留資格を有する方（ただし、採用日

までに就職に支障のない方は受験できます。） 

 

４ 提出書類等 

⑴ 提出物一覧表 

⑵ 履歴書（押印・写真の貼付は必要ありません。） 



・美術館等での勤務実績を明記すること。 

・各種資格の取得者は明記すること。 

・過去に性暴力を行ったことを原因として懲戒解雇処分等受けたことの有無

について記載のこと。 

・最終学校の卒業又は修了証明書（写し可） 

⑶ 業績目録 

⑷ 著書、論文、並びに活動記録（又はその写し、５点以内） 

⑸ 本学芸術資料館における活動についての抱負を述べた文章（Ａ４用紙１枚程度） 

⑹ 日本国内からの応募の場合、ゆうパックや宅配便等の着払い用の送付状（届け先

の欄に資料の返送を希望する住所・氏名・電話番号を記入のこと） 

※ 提出書類等は、日本国内からの応募の場合は選考終了後に返却しますが、日

本国外からの応募の場合は返却しません。 

 

５ 選考方法 

⑴ 第１次選考：書類選考 書類提出締切 令和６年１１月２２日（金）必着 

※ 書留又は宅配便など、配達確認が可能な方法。持参は不可 

⑵ 第２次選考：面接 １２月３日（火）または４日（水）予定 

※ 状況によっては、インターネットを利用した面接になることもあります。 

※ 日本国外に居住する応募者には、インターネットを利用した面接を行います。 

 

６書類提出先  

〒600-8601 京都市下京区下之町５７-１ 京都市立芸術大学 芸術資料館 宛 

（封筒等の表に「学芸員応募」と朱書のこと。） 

 

７ 問合せ先  

京都市立芸術大学附属施設事務室(担当：舟瀬) 

電話: 075-585-2174 

E-mail:t_funase@kcua.ac.jp  

 

８ その他 

⑴ 提出書類等は採用事務にのみ使用し、その他に使用することはありません。 

⑵ 採否の結果については、文書又はメールで応募者に通知します。 

⑶ 本学の情報は、ホームページ（https://www.kcua.ac.jp）を御覧ください。 

 

https://www.kcua.ac.jp/

